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0

20

40

60

80

100

120

140

160

0~5 6~10 11~15 16~20 21~25

秋A
対面授業再開後

春AB
対面授業再開前

図 筑波大生の対面授業数の変化(n=183)
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背景

図 第2・3エリアの位置関係 撮影者：古谷 撮影日：2022年11月5日

3A棟フードコート
・粉とクリーム
・小食堂（中華）
・小食堂（カレー）
・平日 11:00~14:00
・旧3学食堂

第2エリア学食
・弁当販売が充実
・平日 10:00~15:15
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背景

・2020年7月 コロナの影響により3学食堂が閉店

3A棟フードコート内の店舗も休業

・2022年10月 対面授業が再開

3A棟フードコートの需要は復活

食堂及びフードコート内の店舗は

コロナ前の状態には戻っていない

左図 休業中のハラル
撮影者：渡邊 撮影日：2022年11月1日
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背景

図 粉とクリームに並ぶ人の列 撮影者：渡邊 撮影日：2022年11月1日

フードコートの入り口

近くまで並んでいる

列が⾧く

諦める人も

5
問題意識

混雑は学生と学食の双方に社会的損失をもたらす！

学生 学食

時間価値の損失
昼食機会の喪失

得られるはず
だった利益の損失

このままだと社会的損失が常にある
→持続可能でない！
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目標

目標

2
学食の
収益増加

目標

１
3A棟フードコートの

混雑解消

学食を持続可能にするための3つの目標

目標

3
3A棟フードコートを

魅力的に

7
原因

収容人数以上の

学生の利用2大食堂の閉鎖による

食事場所の減少1

8

事前調査

2食でお弁当が販売されている！
弁当販売による混雑解消へ

撮影者：古谷 撮影日：2022年10月13日

9
仮説

3A棟フードコートでも弁当販売を実施

学生の食事場所が分散

食事の提供がスムーズに

混雑の緩和・学食利用者増加の実現
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全体概要

持続可能な食事生活を目指す！

現場を
見よう01 

現地調査
ニ ー ズ を
探ろう02 

アンケート

受容性を
考えよう03 

ヒアリング

学食を持続可能にするための3つの方法
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現地調査(10月27日 11:15~12:15) 

図 3A棟フードコードと旧3学食堂の現状3をもとに作成)

券 券

旧3学食堂

券

ラーメン
うどん・そば カレー

粉とクリーム

ハラル
（休業中）

混雑箇所
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現地調査(10月27日)

撮影者：中嶋 撮影日：2022年10月27日

図 フードコート内のお店に並ぶ人の列

⾧い人の列が

できている
現在の座席数は

コロナ以前の半分

13

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%
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2限終了

現地調査(10月27日)  

3限開始までの占有率を調査・データ化

旧三学食堂

11時45分がピーク
占有率は90％に及ぶ

30% 

60% 

90% 

3A棟
フードコート
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アンケート概要

調査方法：WEBアンケート

調査対象：筑波大学の学類生・大学院生

調査期間：2022年10月24日～10月26日

サンプル数：183

主な調査項目：

・基本属性（学類、学年、性別）

・行動特性（移動手段、支払い手段、授業数）

・対面授業の全面再開に伴う食事場所と重視する項目の変化

・２学食堂の弁当の利用頻度と印象

・３学での弁当販売が開始された場合の消費額と頻度
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アンケート結果（基本属性）

図 回答者の所属する学類 (n=183)
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アンケート結果（基本属性）

図 回答者の学年(n=183)
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アンケート結果（現状把握）

図 平日昼の主な食事の変化(n=183)
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アンケート結果（現状把握）

図 ２学食堂における弁当販売の利用頻度 (n=183)
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アンケート結果（意識調査）

図 ２学食堂の弁当販売に対する意識調査 (n=183)
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品数が多い
味が好み

栄養バランスが良い
いつでも食べられる
どこでも食べられる

２学食堂が近い
提供の速さ

混雑を避けられる
値段が安い

栄養バランスが悪そう
品数が少ない

味が好みでない
値段が高い

食べる場所に困る
２学食堂が遠い

存在を知らなかった

0 20 40 60

認知と立地に課題あり！

弁当販売に対して
否定的な意見

弁当販売に対して
肯定的な意見
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アンケート結果（意向調査）
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図 ３学で弁当を販売した時の弁当の利用頻度 (n=183)

60％以上！！

週2～3回

利用しない
週4～5回

週1回 月1～2回 年に数回
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アンケート結果（意向調査）

図 ３学で弁当を販売した時の弁当に払える金額 (n=183)
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半数近くの人が400円台と回答

～299円 600円～

300～399円 400～499円 500～599円
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アンケート結果（意向調査）

図 対面授業の数と弁当の希望利用頻度の関係(n=180)
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アンケートから分かったこと

• 春ABから現在にかけて学食の重要度は大幅に増加

• 弁当を買ったことがないという人が半数以上

理由：2学が遠いため、知らなかったため

• 3A棟フードコートで販売すると、

週一回以上の利用希望者が60%以上
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中間発表まででわかったこと

63％

が週一回以上

利用意思あり 455円

弁当に対する

支払意思額

弁当を設置するために2つのポイント
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今後の方針

26

3A棟フードコートに具体的な弁当の提案

目標
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